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１
月
17
日
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

丸
20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ

の
震
災
の
教
訓
を
世
界
と
共
有
す
る
た
め
、

２
０
０
７
年
に
兵
庫
県
と
共
同
で
「
国
際

防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
Ｒ
Ｌ
Ｃ
）」
を
設
立

し
、
こ
れ
ま
で
延
べ
１
０
０
０
カ
国
以
上
、

２
０
０
０
人
以
上
に
研
修
を
通
し
て
教
訓

を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

17
日
、
神
戸
市
内
で
は
「
国
際
防
災
・
人

道
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
」が
開
か
れ
、

田
中
明
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
が
防
災
分
野

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
開
発
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
防
災

の
支
援
を
組
み
込
む
「
防
災
の
主
流
化
」
を

推
進
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
ま

し
た
。
ま
た
05
年
の
第
２
回
国
連
防
災
世

界
会
議
で
採
択
さ
れ
た
国
際
社
会
に
お
け

る
防
災
の
指
針
「
兵
庫
行
動
枠
組
（
Ｈ
Ｆ

Ａ
）」
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
、
３
月
に
仙

台
で
行
わ
れ
る
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会

議
で
採
択
予
定
の
Ｈ
Ｆ
Ａ
後
継
枠
組
に
対

す
る
提
案
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
公
益
財
団
法
人

ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
と

兵
庫
県
と
共
催
で
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

復
興
20
年
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
、
田
中
理
事
長
の
基
調
講
演
の
他
、Ｄ
Ｒ

Ｌ
Ｃ
の
研
修
を
受
け
た
帰
国
研
修
員
が
、

研
修
で
学
ん
だ
日
本
の
防
災
の
知
見
を
現

地
で
ど
う
生
か
し
て
い
る
か
を
発
表
。
兵

庫
県
に
あ
る
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
を
モ
デ
ル
に
し
た
防
災
館
が
ト
ル
コ

に
設
立
さ
れ
た
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
「
国
際
協
力
を
通
じ
た
防
災
人

材
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
、
防
災
分
野
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
有
識
者
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

研
究
協
力
機
関
の
代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
不
破
雅
実
地
球
環
境
部
長
は
、
04

年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津

波
の
後
、
日
本
の
支
援
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

や
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
に
設
立
さ
れ
た
防
災

担
当
の
省
庁
で
帰
国
研
修
員
が
活
躍
し
て

い
る
例
を
挙
げ
、「
研
修
を
通
じ
て
、
途
上

国
で
多
く
の
貴
重
な
防
災
人
材
が
育
成
さ

れ
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

阪神・淡路大震災から20年、世界と防災に取り組む 01

各国代表が発表する防災の取り組みに聞き入るJICAの帰国
研修員

国内外の防災関連機関が集積する神戸市東部新都心「HAT
神戸」

03「世界の笑顔のために」プログラム 物品募集中！
　
「
も
う
使
わ
な
い
け
ど
、
ま
だ
使
え
る

か
も
し
れ
な
い
」。
そ
ん
な
物
品
が
家
に
眠

っ
て
い
た
ら
、「
世
界
の
笑
顔
の
た
め
に
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

教
育
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
、
日
本
文
化

な
ど
の
分
野
で
、
開
発
途
上
国
で
必
要
と

し
て
い
る
物
品
を
日
本
国
内
で
募
集
し
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
各
国

に
届
け
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
個
人
は
も

ち
ろ
ん
、
学
級
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ま

た
は
企
業
や
地
域
で
集
め
る
な
ど
、
参
加

の
形
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
書
道
用
具
、
ス
ポ

ー
ツ
用
品
な
ど
、
あ
な
た
の
身
近
に
あ
る

も
の
が
国
際
協
力
の
一
歩
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
参
加
申
込
書
受
付
期
間
】4
月
1
日（
水
）

〜
5
月
15
日
（
金
）

【
問
】
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
「
世
界

の
笑
顔
の
た
め
に
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
係
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ケニアに贈られた野球道具を手に笑顔いっぱいの子どもたち

02　関西学院大学と連携し、スリランカの子どもたちを健康に
　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
子
ど
も
た
ち
の
体
力

向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進
を
目
指

し
て
、
１
月
26
日
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
関
西
学

院
大
学
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に
関
す

る
覚
書
を
結
び
ま
し
た
。
今
後
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
技
能
や
知
識
が
豊
富
な
同

大
学
の
学
生
や
職
員
を
ス
リ
ラ
ン
カ
に

派
遣
し
、
現
地
の
教
員
と
一
緒
に
、
体
力

増
進
運
動
や
放
課
後
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
指
導
し
ま
す
。

　

体
育
の
授
業
で
も
教
室
で
の
座
学
が
中

心
の
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
児
童
・
生
徒
の

運
動
不
足
が
問
題
視
さ
れ
て
い
て
、
教
育

省
は
２
０
１
３
年
か
ら
体
力
増
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

関
西
学
院
大
学
は
、
学
生
を
対
象
に
し

た
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
数
多
く
実
施

し
て
い
る
他
、
職
員
を
青
年
海
外
協
力
隊

員
と
し
て
派
遣
す
る
制
度
を
新
設
す
る
な

ど
、
大
学
の
国
際
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
連
携
に
よ
っ
て
、
ス
リ
ラ
ン

カ
の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、
関
西
学
院
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

署名式に出席した関西学院大学の小菅正伸副学長とＪＩＣＡ
の柳沢香枝理事


